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S A G A M I



神
嶽
山
神
苑

か
ん

た
け

や
ま

し
ん

え
ん

開 

苑
●神嶽山神苑への入苑は御祈祷を受けた方に限ります。

～ 春の訪れから新緑への誘い ～午
前
9
時
〜
午
後
4
時

開
苑
時
間

毎
週
月
曜
日
休
苑
（
祝
祭
日
は
開
苑
）

季節のお菓子とお抹茶でおもてなし
午前9時30分～午後3時30分まで
　　　　　　 （午後3時受付終了）
拝服料500円より思し召し

茶屋 和楽亭

苑内石舞台にて神楽舞と雅楽の演奏
4月12日㈰・26日㈰ 午前11時・午後2時

神楽舞と雅楽

以降の予定は決定次第ホームページにて
お知らせ致します（雨天時中止）

3
月
上
旬
〜
12
月
13
日

開
苑
期
間 　神嶽山神苑は、難波の小池を中心とした

森厳な杜に形成された池泉回遊式日本庭園
です。季節のお菓子とお抹茶でおもてなし
する「和楽亭」と、八方除に関する資料等を
展示した「方徳資料館」を併設しております。
　どうぞ神苑内にて和やかなひと時をお過
ごしいただき、大明神様との御神縁をお深
めください。

祭
典
と
行
事
の
ご
案
内

4　
月	

1
日
〜
10
日	

第
50
回
学
齢
児
図
画
展

	

1
日	

9
時
30
分	

少
年
館
入
館
奉
告
祭

	
	

10
時	

少
年
館
入
館
式

	

4
日
・
5
日	

年
参
講
大
祭

	

5
日	

10
時	

宮
山
年
参
講
大
祭

	
	
	

　

並 

衛
生
祈
祷
祭

	

29
日	

8
時
30
分	

昭
和
祭

5　
月	

3
日		

B
S
寒
川
第
2
団

	
	
	

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ま
つ
り（
予
定
）

	

5
日		

國
府
祭

　

月	

14
日	

7
時	

浜
降
祭（
於　

南
湖
浜
）

	

30
日	

14
時	

水
無
月
大
祓
式 

茅
の
輪
神
事

　

月	

1
日
・
20
日	

月
次
祭

6毎

水無月大祓式のご案内
　6月30日㈫午後2時より、水無月大祓
式並びに茅の輪神事が古式に則り斎行
されます。どなたでもご参列いただけますが、
当日のご参加が叶わない方は、郵送での
お申込みを承っております。
　今回新たに郵送でのお申込みをご希
望の方は、ご案内状をお送り致しますので、
下記までお問合せください。
　半年間の罪や穢れを祓い、またコロナ
ウイルス等の疫病退散を祈願する意味合
いもあるこの大祓式に是非お申込みいた
だき、心身ともに清まりお健やかにお過ごし
ください。

お問合せ 寒川神社 大祓係
TEL.0467（75）0004㈹／FAX.0467（75）9595
※ FAX にてお問合せの際は、住所・氏名・
　電話番号・人形の必要枚数を明記願います
　 案内状は 5/20 以降順次発送致します

新型コロナウイルス
感染症に伴う対応

・	神社職員は、マスク着用にて対応さ
	 せていただいております。
・	参道手水舎では、柄杓撤去の上、流
	 水にてお清めいただいております。
・	御祈祷をお受けになる際の格衣は、
	 着用いただいておりません。
・	境内各所に消毒液を設置しており
	 ます。
・	例年実施しております年参講奉納
	 演芸大会につきましては、中止とさ
	 せていただきます。

　新型コロナウイルス感染拡大防止
の観点から当神社におきましても以
下の対応を実施しておりますので、
皆様方のご理解とご協力をお願い申
し上げます。

　今後の状況によりさらなる対策を
実施する可能性がございます。
　事態の一日も早い収束と、皆様
のご健康を祈念致しております。

 國府祭 神幸時間のお知らせ
　「浜降祭」とあわせ、当神社の二大神幸祭の
一つ「國府祭」が５月５日（火・こどもの日）に中郡
大磯町国府本郷の神揃山ほかにて斎行されます。
　神奈川県無形民俗文化財に指定されており、
中でも正午に行われる古式「座問答」は有名です。
　新緑まぶしいこの季節に是非足をお運びいただ
き、古式床しい神事を間近でご覧ください。

神幸時間表：5月5日㈫
〈予定〉7:00

7:10
7:50
8:00
9:00
10:30
12:00
13:50
14:00
15:00
15:40
15:50
15:55
16:00
19:00

諸員参集
遷霊祭
発輿祭
社頭発輿
平塚通過
神揃山祭
古式「座問答」
神揃山発輿祭
神揃山発輿
大矢場着御
神対面の儀
国司奉幣の儀
裁許の儀
大矢場発輿
社頭還幸

※社頭還幸時間は道路状況により大幅に前後することもあります。

2	

社
頭
動
静

4	

令
和
元
年
度　

顕
彰
式
受
彰
者
芳
名

5	

節
分
祭
福
物
協
賛
者
芳
名

6	

特
　
集

	

令
和
最
初
の

天
長
祭

	

神
嶽
山
神
苑
開
苑
十
周
年
記
念
植
樹
式

8	

授
与
品
図
鑑

9	

青
少
年
だ
よ
り
・
Ｎ
Ｙ
見
聞
録

10	

令
和
２
年
度 

宮
山
総
代
ご
紹
介
・
人
事

11	

寒
川
俳
壇
・
相
模
詠
草

12	

令
和
の
大
御
代
公
演 

中
止
の
お
知
ら
せ・
病
院
だ
よ
り

13	

浜
降
祭
の
ご
案
内

※新型コロナウイルス感染症の状況により変更することも予想されますので
　詳細は決定次第ホームページにてお知らせ致します。
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社
頭
動
静

鈴
の
音

寒
川
さ
ん
の

ね

※

鈴
の
音
を「
祈
り
」の
象
徴
と
と
ら
え
、当
神
社
の
折
々
の
出
来
事
を

　そ
の
音
に
乗
せ
て
皆
様
に
お
伝
え
す
る
と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

元日社頭風景

武佐弓祭

神歌奉納（2月1日 月次祭）

末社御祖神社春季霊祭並合祀祭紀元祭

紀元祭祈年祭

田打舞神事

　

令
和
2
年
庚か
の
え
ね子
歳
を
迎
え
、
寒
川
大
明

神
の
八
方
除
の
御
神
徳
を
仰
ぐ
大
勢
の

方
々
で
境
内
は
大
い
に
賑
わ
い
、
三
が
日

の
参
拝
者
数
は
約
49
万
人
（
茅
ヶ
崎
警
察

署
発
表
）
を
数
え
ま
し
た
。

　

1
月
1
日
午
前
0
時
、
神
門
に
飾
ら
れ

た
迎
春
神
話
ね
ぶ
た
に
灯
が
入
れ
ら
れ
、

境
内
を
埋
め
尽
く
す
参
詣
者
か
ら
は
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
元
来
ね
ぶ
た

は
「
禊
の
行
事
と
し
て
灯
籠
を
流
し
て
無

病
息
災
を
祈
っ
た
」
こ
と
が
起
源
（
諸
説

あ
り
ま
す
）
と
い
わ
れ
、
当
神
社
の
迎
春

ね
ぶ
た
は
そ
の
起
源
に
因
み
、
皆
様
に
神

門
を
く
ぐ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て

厄
難
を
取
り
除
き
、
1
年
間
を
よ
り
健
や

か
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
祈
念
し

て
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
意
味
の
あ
る
当
神
社
の
ね

ぶ
た
は
、
お
陰
様
を
以
ち
ま
し
て
平
成
13

年
の
第
１
回
目
よ
り
数
え
本
年
で
20
回
目

の
設
置
と
な
り
ま
し
た
。
十
二
支
の
巳
年

に
設
置
が
始
ま
り
、
12
回
目
ま
で
は
干
支

を
題
材
に
製
作
し
て
き
ま
し
た
。
13
回
目

（
平
成
25
年
）か
ら
は
「
神
話
」
を
テ
ー
マ
に

製
作
し
て
お
り
、
本
年
は
皇
紀
二
六
八
〇

年
の
佳
節
を
記
念
し
て
、
記
紀
神
話
よ
り

「
神じ

ん

武む

東と
う

征せ
い

」
の
話
を
題
材
と
し
ま
し
た
。

神
武
天
皇
は
自
ら
の
大
業
を
広
め
、
天
下

を
統
治
す
る
た
め
に
、
豊
か
な
土
地
を
目

指
し
て
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
大
和

を
平
定
さ
れ
た
後
、
橿か

し

原は
ら
の
み
や
宮
に
て
初
代
天

皇
と
し
て
即
位
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
ね

ぶ
た
で
は
、神
武
天
皇
が
金き

ん

鵄し
（
金
の
ト
ビ
）

を
迎
え
入
れ
る
際
の
様
子
が
荘
厳
に
表
現

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
神
社
で
は
、
御
祭
神
の
八
方
除
の
御

神
徳
の
さ
ら
な
る
発
揚
と
、
令
和
の
元
号

に
込
め
ら
れ
た
「
麗
し
い
調
和
の
精
神
」

を
広
く
発
信
し
て
い
く
と
同
時
に
、
本
年

が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
良
き
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
重
ね
て
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

1
月
2
日
午
後
8
時
、
月
明
か
り
に
照

ら
さ
れ
静
寂
に
包
ま
れ
た
浄
闇
の
中
、
年

頭
に
あ
た
り
す
べ
て
の
邪
気
災
厄
を
祓
い

除
く
追
儺
祭
が
厳
か
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
神
社
の
信
仰
の
根
源
と
い
わ
れ
て
い

る
「
難
波
の
小
池
」
か
ら
汲
ん
だ
清き

よ

前さ
き

と

呼
ば
れ
る
御
神
水
を
境
内
２
ヵ
所
で
撒
き
、

「
宝
物
か
ぞ
え
」と
称
し
た
唱
詞
を
と
な
え
、

「
水
」
と
「
音
」
に
よ
っ
て
境
内
全
体
を
祓

い
清
め
、
厄
難
の
一
掃
を
祈
念
致
し
ま
し

た
。（
追
儺
祭
に
つ
い
て
の
詳
細
は
本
誌
第

511
号
に
掲
載
）

　

神
事
終
了
後
、
御
神
前
に
供
え
ら
れ
た

弓
矢
が
魔
除
け
の
お
守
り
と
し
て
ご
参
拝

の
皆
様
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

人じ
ん

日じ
つ

節せ
つ
（
七
草
）
の
翌
日
（
1
月
8
日
）、

悪
疫
を
退
散
さ
せ
１
年
の
吉
凶
を
占
う
武

佐
弓
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

あ
い
に
く
冷
た
い
雨
が
降
る
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
多
く
の
参
拝
者
に
見
守
ら
れ

て
の
斎
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
庭
に
設
置
さ
れ
た「
甲
・
乙
・
ム
」の
３

字
が
変
形
し
て
組
み
合
わ
さ
っ
た
「
鬼
」

と
書
か
れ
た
古
式
の
的
に
神
職
２
人
が
向

か
い「
千ち

早は
や

振ふ

る 

神
の
御
前
の
武
佐
の
的 

悪
魔
を
攘は
ら

い 

国
ぞ
治
む
る
」
と
神
歌
を
唱

え
、
交
互
に
３
度
矢
を
放
ち
、
そ
の
矢
の

行
先
に
よ
り
１
年
の
吉
凶
を
占
い
ま
す
。

　

神
事
終
了
後
に
は
、
大
的
の
両
脇
に
付

し
た
麻
が
、安
産
や
建
築
の
お
守
り
と
し
て
、

参
拝
者
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
本
年
の
矢
の
当

た
り
及
び
占せ

ん

卜ぼ
く

結
果
は
右
記
の
通
り
で
す
。

　

2
月
3
日
、
邪
気
災
厄
を
祓
い
、
福
を

呼
び
込
む
節
分
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

節
分
と
は
、各
季
節
の
始
ま
り
の
日
（
立

春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
）
の
前
日
の
こ

と
で
あ
り
、
年
に
４
回
あ
り
ま
す
。
文
字

通
り
「
季
節
を
分
け
る
」
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
、
旧
暦
で
は
春
か
ら
が
1
年
の
始

ま
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、

立
春
の
前
日
の
節
分
は
大
晦
日
に
相
当
す

る
特
別
な
日
で
し
た
。
古
来
の
日
本
で
は
、

季
節
の
変
わ
り
目
に
は
邪
気
が
入
り
や
す

い
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
特
に
年
の

変
わ
り
目
と
な
る
立
春
の
前
日
に
邪
気
を

祓
う
行
事
が
全
国
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

当
神
社
で
は
、
御
本
殿
に
お
い
て
、
祭

典
が
斎
行
さ
れ
、
福
を
招
い
て
清
々
し
く

春
を
迎
え
る
た
め
に
追
儺
板
を
打
ち
鳴
ら

し
て
邪
気
災
厄
を
祓
い
、
そ
の
後
境
内
の

櫓や
ぐ
らに
て
福
豆
撒
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
御
本
殿
前
に
は
小
学
生
以
下
の
お
子

様
を
対
象
と
し
た
福
豆
の
掴
み
取
り
が
で

き
る
場
所
が
設
け
ら
れ
、
福
豆
掴
み
に
夢

中
な
お
子
様
で
境
内
は
賑
わ
い
を
み
せ
、

麗
し
い
春
を
迎
え
る
準
備
が
整
い
ま
し
た
。

　

本
年
の
節
分
祭
に
際
し
、
福
物
協
賛
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
ご
芳
名
は
5
ペ
ー

ジ
に
て
別
途
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

2
月
11
日
、
日
本
の
国
の
建
国
を
奉
祝

す
る
紀
元
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

皇
紀
二
六
八
〇
年
を
奉
祝
し
、
初
代
天

皇 

神
武
天
皇
に
よ
る
建
国
の
大
業
を
仰

ぎ
、
皇
室
の
御
隆
昌
と
国
家
の
御
安
泰
を

参
列
者
と
と
も
に
祈
念
し
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
佳
節
に
合
わ
せ
、
当
神
社
の
発
展
に

長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
を
表
彰
す

る
顕
彰
式
が
参
集
殿
に
て
行
わ
れ
、
宮
司

よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
彰
者
の
皆
様
の
ご
芳
名
は
4
ペ
ー
ジ

に
て
別
途
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
受
彰
さ
れ
た
皆
様
の
益
々

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
月
17
日
、
今
年
1
年
の
豊
作
を
祈
る

祈
年
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
春
を
迎
え
農

作
業
が
本
格
的
に
始
ま
る
前
の
こ
の
時
期

に
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
と
産
業
の
発
展
を

祈
る
祭
典
で
、
伊
勢
の
神
宮
を
は
じ
め
全
国

各
地
の
神
社
で
斎
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

祭
典
は
、「
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
」
と
も
呼

ば
れ
て
お
り
、「
と
し
」は
稲
の
こ
と
を
指
し
、

「
こ
い
」
は
１
年
の
農
作
物
の
豊
か
な
稔
り

を
祈
念
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

当
神
社
の
祈
年
祭
で
は
毎
年
、
翁
の
面

を
つ
け
た
社
人
と
神
職
が
、
地じ

う
た
い謡
と
囃は
や

子し

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
土
な
ら
し
か
ら
収

穫
ま
で
の
１
年
を
通
じ
た
米
作
り
を
表
現

し
た
「
田
打
舞
神
事
」
が
御
神
前
に
て
奉
納

さ
れ
、
五
穀
豊
穣
が
祈
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

紀
元
祭 

並 

顕
彰
奉
告
祭

武む

佐さ

弓ゆ
み

祭さ
い

正
月

祈
年
祭 

並 

田
打
舞
神
事

追つ
い

儺な

祭さ
い

１
月	

１
日	

八
方
除
祭
・
元
旦
祈
祷
祭

	

〃　	

歳
旦
祭
・
末
社
歳
旦
祭

	

２
日	

追
儺
祭

	

３
日	

元
始
祭

	

８
日	

武
佐
弓
祭

	

30
日	

神
社
庁
相
模
湘
南
支
部　

初
集
会

２
月	

１
日	

（
月
次
祭
後
）
朝
食
会

	

３
日	

節
分
祭

	

11
日	

紀
元
祭 

並 

顕
彰
奉
告
祭

	

〃　

	

寒
川
神
社
顕
彰
式

	

17
日	

祈
年
祭 

並 

田
打
舞
神
事

	

20
日	

権
宮
司
職
舎
改
築
工
事
竣
功
祭

	

23
日	

天
長
祭

	

〃　

	

寒
川
神
社
神
嶽
山
神
苑

		


　

開
苑
十
周
年
記
念
植
樹
式

３
月	

20
日	

月
次
祭

		


　

併
せ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

		


　
　

感
染
症
流
行
鎮
静
祈
願
祭

	

〃　

	

安
藤
由
勝
大
人
命

		


　

伊
集
院
直
彦
大
人
命

		


　
　

他
命
等
の
慰
霊
祭

	

〃　

	

末
社
御
祖
神
社

		


　

春
季
霊
祭 

並 

合
祀
祭

	

〃　

	

宮
山
役
員
改
選
奉
告
祭

毎
月
１
日
・
20
日  

月
次
祭
（
元
日
は
除
く
）

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

①

⑤

③④

②⑥（竹）

占
卜
結
果

２
月
に
は
令
和
最
初
の
天
長
祭
、４
月
に
は
立
皇
嗣
の

礼
、７
月
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
、
前
半
は
大
変
賑

や
か
で
、景
気
・
社
会
情
勢
と
も
に
上
向
き
傾
向
に
あ
る
。

後
半
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
む
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
一
概
に
悪
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
、前

半
に
比
べ
る
と
良
く
な
い
と
い
え
る
。

（
１
月
８
日
武
佐
弓
祭
直
会
に
て
宮
司
発
表
）

節
分
祭
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節分祭 斎行

寒
川
神
社
顕
彰
式
受
彰
者
芳
名

奉祝
皇紀2680年
（令和元年度）

【写真説明】	①祝詞奏上　②追儺神事　③御本殿での豆撒き　④櫓での豆撒き　⑤桝
	 ⑥節分祭神札・破魔矢　⑦直会弁当　※写真⑤〜⑦は、お申込みの方にご用意しております

③②

⑤ ⑥ ⑦

①

④

■	

永
年
に
亘
り
寒
川
大
明
神
の
御
神
徳
発
揚
と

	

氏
子
崇
敬
者
の
教
化
育
成
に
尽
瘁
さ
れ
た

伊　

藤　

留　

治

■	

多
年
に
亘
り
相
模
薪
能
を
奉
仕
さ
れ

	

社
会
教
化
に
尽
瘁
さ
れ
た中　

森　

貫　

太

■	

多
年
に
亘
り
神
社
御
用
業
者
と
し
て

	

護
持
運
営
に
尽
力
さ
れ
た落 

雁  

諸 

江 

屋

■	

多
年
に
亘
り
神
社
御
用
業
者
と
し
て

	

護
持
運
営
に
尽
力
さ
れ
た㈱

神
奈
川
中
宣

■	

多
年
に
亘
り
神
社
御
用
業
者
と
し
て

	

護
持
運
営
に
尽
力
さ
れ
た

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

功
績
表
彰
受
彰
者　

 
1
名
（
敬
称
略
）

■	

永
年
に
亘
り
参
拝
を
重
ね

	

御
神
徳
の
宣
揚
に
寄
与
さ
れ
た

上　

原　

正　

治

音　

成　

直　

行

佐　

藤　

光　

子

田　

中　

順　

子

■	

迎
春
ね
ぶ
た
に
多
年
に
亘
り

	

真
心
を
以
て
協
力
さ
れ
た

日
本
ロ
ー
ド
マ
ー
ク
㈱

感
謝
状
受
彰
者　

 

18
名
（
敬
称
略
）

■	

氏
子
総
代
と
し
て
多
年
に
亘
り

	

寒
川
神
社
の
運
営
に
協
力
さ
れ
た

金　

澤　

純　

一

志　

知　
　
　

宏

十　

河　

定　

勝

佐　

藤　

朝　

一

萩　

原　
　
　

進

■	

元
旦
祈
祷
世
話
人
と
し
て
多
年
に
亘
り

	

献
身
奉
仕
さ
れ
た

能　

條　

広　

光

■	

多
年
に
亘
り
寒
川
神
社
青
少
年
教
化
育
成
の

	

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
に
献
身
的
に
奉
仕
さ
れ
た

松　

下　

広　

正

林　
　
　

英　

喜

■	

多
年
に
亘
り
寒
川
神
社
少
年
館
講
師
と
し
て

	

青
少
年
の
教
化
育
成
に
寄
与
さ
れ
た

菱　

科　

靜　

江

■	

多
年
に
亘
り
菊
花
・
写
真
展
に
真
心
を
以
て

	

協
力
さ
れ
た日

本
郵
便
㈱
寒
川
郵
便
局

㈱
横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

■	

多
年
に
亘
り
神
社
御
用
業
者
と
し
て
協
力
さ
れ
た

日
本
造
園
設
計
㈱

㈱
宮
本
卯
之
助
商
店

●	

寒
川
神
社
禰
宜

　

 

前 

島　

  

正
・・・・・・・ 

勤
続
31
年

●	

寒
川
神
社
主
事

　

 

伊 

藤 

綾 

子
・・・・・・・ 

勤
続
11
年

●	

寒
川
神
社
主
事

　

 

東　

  

智 

香
・・・・・・・ 

勤
続
11
年

●	

寒
川
神
社
主
事

　

 

町
田
れ
い
か
・・・・・・・ 

勤
続
11
年

●	

寒
川
病
院
病
院
長

　

 

鳴 

海 

裕 

之
・・・・・・・ 

勤
続
21
年

●	

寒
川
病
院
臨
床
検
査
技
師

　

 

佐 

藤 

敏 

枝
・・・・・・・ 

勤
続
12
年

●	

寒
川
病
院
事
務
部
長

　

 

新 

倉 

志 

朗
・・・・・・・ 

勤
続
12
年

●	

神
恵
苑
事
務
長

　

 

渡
邉
マ
ツ
子
・・・・・・・ 

勤
続
20
年

●	

神
恵
苑
理
学
療
法
士

　

 

筒 

井 

亜 

樹
・・・・・・・ 

勤
続
20
年

●	

神
恵
苑
介
護
福
祉
士

　

 

福
田
久
美
子
・・・・・・・ 

勤
続
16
年

●	

神
恵
苑
栄
養
士

　

 

石
井
麻
由
美
・・・・・・・ 

勤
続
14
年

●	

神
恵
苑
介
護
福
祉
士

　

 

大 

山 

瀧 

子
・・・・・・・ 

勤
続
13
年

●	

参
集
殿
非
常
勤
職
員

　

 

府 

川 

美 

紀
・・・・・・・ 

勤
続
12
年

功
労
表
彰
受
彰
者　

 

4
名
（
敬
称
略
）

㈲
青
木
商
事

㈱
青
葉

青
山
大
寿
司

㈱
秋
江

秋
山
商
事
㈱
厚
木
支
店

㈱
阿
部

㈲
飯
田
材
木
店

㈱
市
川

イ
ベ
ン
ト
商
組
合

入
澤
一
三

エ
バ
ラ
食
品
工
業
㈱ 

㈱
オ
ー
カ
ワ

大
塚
文
彦

神
奈
川
電
設
㈱

神
奈
川
東
和
薬
品
㈱

金
子　

昭

㈱
金
子
建
材
土
木

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

壁
島
工
務
店

川
本
工
業
㈱
県
央
支
店

㈱
関
東
小
池

関
東
建
物
㈱

㈱
北
岡
本
店

北
村
工
務
店

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

キ
リ
ン
ビ
バレッ
ジ
㈱
湘
南
工
場

㈱
ギ
ン
ビ
ス
湘
南
営
業
所

ギ
ン
ビ
ス
商
事
㈱

熊
澤
酒
造
㈱

光
生
㈲

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

コ
ムロ
デ
ン
キ
寒
川

㈲
さ
が
み
や

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

寒
川
駅
前
ク
リ
ニッ
ク

㈲
寒
川
建
材

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

寒
川
町
商
工
会

寒
川
町
観
光
協
会

寒
川
ロ
ー
ン
テ
ニス
ク
ラ
ブ

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

㈱
三
昭
運
輸

㈲
三
昭
興
業

㈱
三
昭
ツ
ー
リ
ス
ト

㈱
サ
ン
ユ
ー

敷
島
製
パン
㈱
パス
コ
湘
南
工
場

ジ
ャ
パン
ソ
ル
ト
㈱
栃
木
支
店

湘
南
信
用
金
庫
寒
川
支
店

湘
南
ビュ
ー
テ
ィ
ブ
ラ
イ
ダ
ル

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

鈴
信
運
送
㈱

綜
合
警
備
保
障
㈱
湘
南
支
社

そ
ば
処
佐
賀

㈱
空
晴

大
黒
屋

髙
橋
竹
材
店

㈱
竹
澤
古
典
建
築
設
計
事
務
所

㈱
竹
中
工
務
店
横
浜
支
店

㈱
竹
中
工
務
店
寒
川
神
社
作
業
所

㈲
田
中
写
真

東
京
あ
ず
ま
ネ
ク
タ
イ

露
木
生
花

㈱
テ
ッ
ク
企
画

東
映
通
信
工
業
㈱

戸
塚
米
店

中
島
啓
介

長
嶋
園

日
本
プ
レ
ス
工
業
㈱

根
岸
農
園

㈱
長
谷
川
製
作
所

ハ
タ
ノ
木
材
㈱

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

原
繁
商
店

原
田
総
合
保
険
事
務
所

㈲
俵
田
屋

福
岡
園

㈲
古
山
看
板
塗
装

豊
月
堂

㈲
ほ
り
む
ら
薬
品

前
田
隆
一

松
井
建
設
㈱

松
本　

學

㈱
丸
井
紙
店

三
菱
電
機
㈱
神
奈
川
支
社

皆
川
欽
一

㈱
湊

百
崎
製
菓
㈱

落
雁 

諸
江
屋

㈱
結
商
会

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

㈱
横
浜
銀
行
寒
川
支
店

㈱
横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

横
山
き
く
江

横
山
外
科
胃
腸
科
医
院

ヨ
シ
カ
ワ

㈱
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ルマ
ネ
ジ
メ
ン
ト

令
和
２
年 

節
分
祭
福
物
協
賛
者
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

職
員
年
功
表
彰
受
彰
者

13
名

〜２月３日節分祭〜
午前１１時と午後２時の２回、邪気災厄を祓う節分祭が斎行され、御本殿において
追儺板を打ち鳴らし、豆撒きにて今年の厄を祓いました。例年、年男年女の方に
限らず、どなたでも１万円の初穂料にて節分祭にご参列いただけます。
※例年１２月中旬より神社にて受付を開始致します。
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今
上
陛
下
の
御
誕
生
日
で
あ
る
２
月
23

日
に
、
御
代
替
り
後
初
め
て
と
な
る
天
長

祭
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
、
多
く
の
参
列
者

と
と
も
に
こ
の
佳
節
を
お
祝
い
申
し
上
げ
、

皇
室
の
御
安
泰
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま

し
た
。「
慶
祝 

天
長
祭
」
の
垂
れ
幕
が
拝
殿

内
に
掲
示
さ
れ
る
中
、
責
任
役
員
・
総
代

を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
参
列
の
下
、
例

年
通
り
「
人に

ん

長じ
ょ
う

舞ま
い

」
が
厳
か
に
奉
奏
さ
れ
、

天
皇
陛
下
の
御
誕
生
を
お
祝
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。（
天
長
祭
に
つ
い
て
の
詳

細
は
本
誌
第
515
号
に
掲
載
）

　

祭
典
終
了
後
、
天
皇
陛
下
御
即
位
を
奉

祝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
神
嶽
山
神
苑

開
苑
10
周
年
を
記
念
し
た
植
樹
式
が
三
の

鳥
居
前
三
角
地
で
行
わ
れ
、
八
重
紅
枝
垂

（
桜
）が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
所
に

は
元
々
、
昭
和
62
年
に
植
え
ら
れ
た
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
９
月

に
関
東
地
方
に
上
陸
し
、
千
葉
県
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
を
出
し
た
台
風
15
号
の
暴

風
被
害
に
よ
り
惜
し
く
も
倒
木
し
ま
し
た
。

春
に
は
見
事
に
咲
き
誇
り
、
夜
間
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
も
さ
れ
る
な
ど
、
当
神
社
の
数
多

く
の
桜
の
中
で
も
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と

し
て
、
多
く
の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
き
た
桜

で
あ
っ
た
だ
け
に
非
常
に
残
念
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
度
植
樹
さ
れ
た
八
重
紅
枝

垂
が
見
事
な
花
を
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
で
、

皆
様
の
記
憶
の
中
に
残
り
続
け
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
八
重
紅
枝
垂
は
４

月
上
旬
、
葉
を
開
く
前
に
淡
紅
色
の
小
輪

の
花
が
、
長
く
枝
垂
れ
た
枝
に
咲
き
ま
す
。

イ
ト
ザ
ク
ラ
の
品
種
で
、
別
名
「
遠
藤
桜
」

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

植
樹
式
終
了
後
、
会
場
を
参
集
殿
に
移

し
て
、
神
嶽
山
神
苑
の
作
庭
を
手
掛
け
て
い

た
だ
い
た
枡
野
俊
明
氏
を
お
招
き
し
記
念

講
演
を
開
催
し
、
参
列
者
全
員
で
佳
節
を

お
祝
い
申
し
上
げ
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

【写真説明】
①天長祭「人長舞」　②植樹式
③記念講演　④天長祭「献饌」
⑤天長祭「祝詞奏上」　⑥植樹式後記念写真

徳雄山建功寺 住職
庭園デザイナー（日本造園設計 代表）
多摩美術大学 美術学部環境デザイン学科 教授
昭和28年	神奈川県横浜市生まれ。
昭和50年	玉川大学農学部卒業。在学中より斉藤勝雄氏に師事。
昭和54年	大本山總持寺にて雲水（修行僧）として修業。
昭和57年	日本造園設計 設立。
平成 6 年	ブリティッシュコロンビア大学特別教授に就任。
平成10年	多摩美術大学 美術学部環境デザイン学科 教授に就任。
平成13年	徳雄山建功寺第18世住職。
平成18年	ニューズウィーク日本版10月18日号
　　　　 『世界が尊敬する日本人100人』に選出。
平成21年	寒川神社神嶽山神苑竣功。

○主な受賞歴
　特別功労賞（ブリティッシュコロンビア大学）
　カナダ総督褒章（カナダ政府）
　功労勲章功労十字小綬章（ドイツ連邦共和国）
　外務大臣表彰　　　　　　　　　　　など多数

枡
ま す

野
の

俊
し ゅ ん

明
み ょ う

氏

　現代社会は、目まぐるしい速さで変革を遂げており、

同時に神社仏閣（宗教界）も変化に遭遇しています。そ

の中で、如何に宗教界がこの時代に対応するべきか真剣

に考えていかなくてはなりません。

　生活が豊かで便利になり、あらゆることがスピードアッ

プする中で、情報が多すぎるがために、一つの目標に向

かって進めず、右往左往してしまう。自分は何を目標に

すればいいのか、自分が生きていることの必然性を見出

すことが難しい、つまり「心のよりどころ」を失ってしまっ

ています。

　急速に宗教離れも進んでいます。確かに初詣やクリス

マス、除夜の鐘などには多くの人が集まりますが、これら

大きな行事が一種のファッション的な位置づけになって

おり、信仰心からの行動が薄まってきているように感じま

す。現代は、「目に見える数字」「数値化できるもの」を

心のよりどころにして、数値化できないものがないがしろ

になりつつあります。しかし、決して数値化できない「心

の問題」「感覚の問題」が最も大切で、この部分に宗教は

取り組んできました。

　宗教が本来目指しているところは、生きとし生けるもの

全てに愛情・慈悲の心を持って救いの手を差し伸べるこ

とであると思っております。精神的負荷が高い社会だか

らこそ、それぞれが着眼したものを築き上げながら連携

していく、互いを尊重・理解しながら同じ目標に向かって

協力することが重要です。人類を救済し、世界平和を祈り、

地球環境を守り、自然との共存の上で人類がどう繁栄し

ていくのか、文化をどう向上させていけばいいのかと考え

ることも宗教の大事な役割です。

　相互理解を深めていくということが、今の時代には不

可欠だと思いますが、その切り口を探そうとしてもなかな

か見つからないのだと思います。そこで、ヒントとなるの

が2015年に国連で採択された「ＳＤＧｓ（持続可能な開発

目標）」です。誰一人取り残されない世界を目指し、誰も

が幸福になることを目指そうというものですが、これは宗

教界がずっと1000 年以上かけて続けてきたことと完全に

合致します。神社仏閣は地域コミュニティに密着した活

動を続けていますが、これはあくまで「点」でしかありま

せん。点と点を繋いで「線」にし、さらに積み上げて「面」

にしていくことが大切です。寒川神社を例にすれば、少

年館の活動が正にＳＤＧｓの４番目の目標「質の高い教育

をみんなに」に該当します。これをもっと発展させ、氏子

の皆さんの意識を高めてもらうことが重要です。国際的

な目標が設定されたことで、徐々に意識は高まってきて

います。だからこそ手を携えて行動しなくてはなりません。

問題意識を持ち、ビジョンを掲げながら、地道に日々活

動されるのが良いのではないでしょうか。

令和最初の天長祭
神嶽山神苑開苑十周年記念植樹式

記念講演内容（抜粋）

①

特 集
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授
与
品

　当神社では現在、さまざまな神符守札授与品（お札・お守り）
を頒布しております。その中から、順番にいくつかの授与品をご
紹介してまいります。
　なお、本年 1 月 1 日より神符守札授与品の初穂料が改訂され
ました。何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。詳
しくは当神社ホームページをご覧ください。

図 鑑

※正月期間中・夏季は
　この限りではありません

毎日8：00～16：30（通常）

授与所開設時間

青少年だより 動 静

スカウト募集中！
小学1年生以上の男女
問合せ…寒川神社少年館

12月
 2日 文化祭（少年館）
 9日 親子で野外料理（BVS・CS）
 15日 相模國六社巡りサイクリング
   並びに神道章伝達式（VS）
 16日 月の輪スカウト歓迎ハイク（BS）
 19日 終業式（少年館）
 24日 しめ縄飾り作り（少年館）

 ４日 さむかわまちぐるみ美化運動
   （BS）
 5日 寒川ロータリークラブ例会出席
   （BS・少年館）
 10日 寒川ライオンズクラブ
  県道・町道花壇植栽奉仕（BS）
 24日 一泊野営訓練並びに
   パイオニアリング訓練（VS）
 25日 親子でフィッシング
   ＆クッキング（BVS・CS）

11月

 13日 ＢＳ寒川第2団神饌田稲刈り
   （BVS・CS・BS・VS・RS）
 20日 野外料理（VS）
 20-21日 くまスカウト歓送キャンプ＆
   江の島探検（CS）

10月

見 聞 録
寒川神社 権禰宜　中 西 正 史

　町内小学校の休校により館生の活動する場所が
少なくなりました。この状況の長期化が予想される
ため、３月２日より臨時休館していた少年館を１７日
の午後より講座は開講せずに、受け入れのみを行
えるように開放しました。また２３日・３０日には参
集殿にて「お楽しみ会」として昼食会、映像鑑賞、
ゲームなどをして元気いっぱいに活動しました。

少年館の開放とお楽しみ会

　本年3月15日(日)に14名の館生が卒館を迎え、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、式次第が縮小され、在館生の出席も見合わせ
となりましたが、卒館式が無事に執り行われました。御本殿にて奉告祭
を行い、これまでの活動の御礼とこれからも見守っていただけるようお
願いしました。式典では講師の先生と保護者が出席され、館長先生より
1人 1人に卒業証書と記念品が授与されました。思いがけない災難に
見舞われながらも、笑顔で少年館を巣立って行きました。

令和元年度寒川神社少年館卒館式

動 静
 1月	 8 日	始業式（少年館）

	 11日	鏡開き（BVS・CS・ＢＳ・ＶＳ・ＲＳ）

 2月	 24日	ハイキング（CS）

 3月 15日 卒館奉告祭（少年館）

	 〃　 	卒館式（少年館）

	23日・30日	お楽しみ会（少年館）

学業成就守
初穂料　各500円

陰陽五行説に基づき、学
業が実を結ぶようにと祈念
したお守りです。

八方除 こども守
初穂料　500円

地相・家相・方位・日柄な
どに由縁する全ての災禍
から身を守り、お子様の
健やかな成長を祈念した
お守りです。

大祓守
初穂料　1,000円

水無月大祓の茅
ち

の輪と人
ひと

形
がた

を
象った災い除けのお守りです。
玄関や神棚にお祀りいただき、
災いのない健やかな日 を々お
過ごしください。

開運守公神
初穂料　800円

守
しゅ

公
こう

神
じん

とは、神社の御
ご

分
ぶん

霊
れい

です。
相模國六社（寒川神社・川勾神社・
比々多神社・前鳥神社・平塚八幡
宮・六所神社）で授与される御

ご

幣
へい

「開
運守公神」を揃えてお祀りすることに
より、相模國の神々の限りないご守
護とお導きが授けられ、さらなる繁
栄と幸せがもたらされます。
※寒川神社以外の守公神は各社でお受け下さい。

八方除守
初穂料　500円

当神社の御神徳である八方除
の祈念が込められたお守り。
財布に入れるなど肌守としてお
持ちください。

　私にとって忘れられないNYの記憶の一つに、平成 13年9
月11日に発生したアメリカ同時多発テロがあります。事件当
時カリフォルニアに留学中だった私は、その日の朝、大学寮
のラウンジに降りたときに目に飛び込んできたツインタワーに
飛行機が衝突するテレビ映像と、その前で「Oh my God!」
と悲鳴をあげ抱き合って泣いていたアメリカ人学生たちの姿が
今でも忘れられません。

　それから7 年後ＮＹに
赴任した際、国連のNGO
委員会で知り合い、会議の
合間によく昼食をともにし
ていた日本人の方が、実
はタワー南棟で亡くなった
日本人銀行員12名の1人

の遺児だったと知り、思わ
ず絶句すると同時にあのと
きの映像が頭の中で蘇り
ました。また赴任後、多
宗教による 9.11 の慰霊祭
を奉仕させていただくよう
になり、式典の合間に事

件で夫を亡くした女性が打ちひしがれた顔で夫との思い出を
語りかけてくれたこともあり、他人事とは思えず胸に突き刺さ
る思いで必死に犠牲になった方々のご冥福を祈りました。
　帰国して当神社に奉職後、ありがたいことにブルックリン
植物園へ子供神輿奉納時に、当神社利根宮司の随行として
立ち会わせていただきました。その際、神社本庁田中総長
のご提案でグラウンドゼロ（テロ跡地）を訪問することになり、
犠牲者の名前が刻まれた石碑
を一行で見ているとき、ＮＹ
で出会った肉親を失った方々
の顔が思い浮かんできました。
同時に、崩壊前と同じように
蘇ったワン・ワールドトレード
センターを見上げ、悲しみを
乗り越えて立ち上がるＮＹの
人々の強さも実感して感無量
でした。

第10回　アメリカ同時多発テロの記憶

事件翌日の現地各紙（筆者蔵）

多宗教による 9.11 合同慰霊祭

テロ跡地のビル正面に立つ
田中総長と利根宮司

スカウト募集中！
小学1年生以上の男女
問合せ…寒川神社少年館
☎ 0467 ｰ 74 ｰ 0551
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安
藤　
　

慧

正
月
の
床
の
間
に
活
け
る
若
松
の 

根
し
め
は
庭
の
日
本
水
仙	

岡
元　

芳
子

相　
模　

詠　

草

　

こ
の
度
、
4
月
1
日
付
に
て
菅
谷
神
社（
寒
川
町

岡
田
鎮
座
）の
禰
宜
に
当
神
社
権
禰
宜　

小
嶋
大
介

が
就
任
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
4
月
1
日
を
も
ち
ま
し
て
兼
ね
て

菅
谷
神
社
禰
宜
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　

素
よ
り
浅
学
悲
才
の
身
ゆ
え
、
職
責
の
重
さ

を
痛
感
致
し
て
お
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ま
す
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誠
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。

　

何
卒
一
層
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導
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賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

菅
谷
神
社
　
神
職
交
代
の
お
知
ら
せ

菅
谷
神
社
禰
宜　

小
嶋
大
介

就
任
の
ご
挨
拶

　
本
誌
『
相
模
』
に
四
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折
々
の
俳
句
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献
じ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
寒
川
俳
壇
の
本
年
度
の
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優
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句
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れ
ま
し
た
。

　
最
優
秀
句
に
は
、
根
岸
君
子
氏
の
句
が
選
ば
れ
、

一
之
宮
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

寒
川
俳
壇

年
間
最
優
秀
句
決
定

　
一
之
宮
賞

（
年
間
最
優
秀
句
） 
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ず
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病
院
〉

看 

護 

師	

梅
田
　
佐
知

事
務
職
員	

牧
野
　
安
樹

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
二
年
二
月
一
日

准
看
護
師	

伊
藤
　
末
美

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
二
年
三
月
一
日

看 

護 

師	

小
坂
　
香
織

看 

護 

師	

秦
　
　
知
歩

看 

護 

師	

阿
部
　
朋
未

看 

護 

師	

石
塚
　
夏
海

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
二
年
四
月
一
日

〈
神
恵
苑
〉

介
護
福
祉
士	

下
園
　
達
也

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
二
年
二
月
一
日

言
語
聴
覚
士	

鈴
木
　
絵
美

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

　
令
和
二
年
四
月
一
日

◆
昇
　
進

〈
神
社
〉

権 

禰 

宜	

中
西
　
正
史

権 

禰 

宜	

伊
藤
　
龍
哉

神
職
身
分
二
級
と
す
る

主
　
　
典	

石
垣
　
仁
薫

主
　
　
典	

松
岡
　
拓
司

寒
川
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る

　
令
和
二
年
四
月
一
日

神
社
本
庁

◆
異
　
動

〈
兼
務
社
〉

権 

禰 

宜	

坂
本
　
晋
一

菅
谷
神
社
禰
宜
兼
職
を
免
ず
る

　
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日神社

本
庁

権 

禰 

宜	

小
嶋
　
大
介

兼
ね
て
菅
谷
神
社
禰
宜
に
任
ず
る

　
令
和
二
年
四
月
一
日

神
社
本
庁

◆
出
　
向

〈
神
社
〉

権 

禰 

宜	

石
垣
　
仁
薫

神
社
本
廳
出
向
を
命
ず
る

　
令
和
二
年
四
月
一
日

総代長	 井出　茂樹	 副総代長	 山口　昭義
下	 佐藤登幾継	 中里（上）	 杉本　有亮
根岸（上）	 野口　正行	 中里（下）	 宮脇　岩雄
根岸（中）	 綱木　義明	 中里（河原）	 蓮見　史仁
根岸（下）	 酒井　文雄	 中里（サザン）	 廣瀬　勝政
オリーブの丘	 鈴木　幸伸	 馬場	 四ツ車義孝
旭（東）	 宇田川一樹	 雷	 関根　昌実
旭（西）	 阿部　仁	 宮山南	 高橋　文夫
上合	 植木　宏和			  　　（敬称略）
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病院
だより

令
和
2
年 

浜
は

ま 

降
お

り 

祭
さ

い

浜降祭出御神社一覧（順不同）

八

幡

大

神

本

社

宮

八

幡

宮

三

島

大

神

松

尾

大

神

日

枝

神

社

八

坂

神

社

諏

訪

神

社

熊

野

神

社

八
王
子
神
社

御

霊

神

社

金
刀
比
羅
神
社

八

雲

神

社

茶
屋
町
大
神
宮

住

吉

神

社

甘

沼

矢

畑

柳

島

萩

園

今

宿

中

島

本

村

香

川

小

和

田

室

田

鳥

井

戸

南
湖
上
町

南
湖
中
町

茶

屋

町

南
湖
下
町

嚴

島

神

社

神

明

宮

第
六
天
神
社

中
海
岸
神
社

八
大
龍
王
神

八

幡

大

神

倉

見

神

社

菅

谷

神

社

寒

川

神

社

腰

掛

神

社

八

坂

神

社

八
王
子
神
社

諏

訪

神

社

八

雲

大

神

神

明

大

神

熊

野

神

社

新

町

十

間

坂

十

間

坂

中

海

岸

中

海

岸

一

之

宮

倉

見

岡

田

芹

沢

堤菱

沼

下

寺

尾

上
赤
羽
根

下
赤
羽
根

高

田

相

模

國

一

之
宮

　

浜
降
祭
は
例
年
、
海
の
日
に
斎
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
時
期
と
重
な
っ
て
い
た
た
め
、
渡
御
に
お
け
る
警
備
体
制
の
確
保
、

ま
た
安
全
対
策
の
実
施
が
困
難
と
い
う
状
況
に
よ
り
、
６
月
14
日（
日
）に
日
程
を
変
更
し
て
斎
行
す
る

予
定
で
す
。（
４
月
１
日
時
点
）

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
今
後
の
社
会
情
勢
に
よ
り
、
祭
典
及
び
渡
御
の
形
態

変
更
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
ま
た
湘
南
地
域
の
伝
統
あ
る
浜
降
祭
を
本
年
も

滞
り
な
く
斎
行
致
し
た
く
、
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「浜降祭」は、７月海の日の早朝、寒川神社をはじめ、寒川町・茅ヶ崎市の神輿約40基が夜明けとともに南湖の浜に参集し斎行される祭典
です。その勇壮ぶりから「暁の祭典」とも呼ばれ、湘南地方に本格的な夏の到来を告げる祭りとして地元の人々に愛され続けています。
※本誌第505・509・513・517号にて浜降祭の解説を掲載しております。ホームページよりダウンロード可能です。

　

食
事
を
す
る
と
、食
物
は
食
道
か
ら
胃

に
入
っ
て
消
化
さ
れ
、そ
の
後
、十
二
指
腸

に
運
ば
れ
さ
ら
に
消
化
さ
れ
ま
す
。胃
に

入
っ
た
食
物
は
胃
酸
と
ペ
プ
シ
ン
と
い
う
タ
ン

パ
ク
質
消
化
酵
素
に
よ
っ
て
消
化
さ
れ
ま
す

が
、胃
の
内
面
に
は
粘
液
の
層
が
あ
り
自
身

が
消
化
さ
れ
る
の
を
防
御
し
ま
す
。こ
の
操

作
が
上
手
く
作
動
し
て
い
る
間
は
良
い
の
で

す
が
、ス
ト
レ
ス
や
喫
煙
に
よ
り
胃
の
血
流
が

悪
く
な
る
と
粘
液
産
生
が
阻
害
さ
れ
、飲

酒
に
て
胃
酸
分
泌
が
増
加
、濃
い
コ
ー
ヒ
ー

を
眠
気
覚
ま
し
に
飲
ん
だ
り
す
る
と
、胃
粘

膜
を
損
傷
し
胃
潰
瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍

を
誘
発
し
ま
す
。そ
の
治
療
法
と
し
て
戦

前
よ
り
絶
食
に
し
た
り
、胃
表
面
保
護
剤

を
使
用
し
た
り
、牛
乳
で
胃
粘
膜
を
保
護

し
た
り
し
、1
9
5
0
年
代
よ
り
胃
酸
分

泌
、胃
運
動
抑
制
の
作
用
の
あ
る
抗
コ
リ
ン

薬
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
胃

潰
瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
が
な
か
な
か
治
ら

ず
、消
化
管
穿
孔
か
ら
腹
膜
炎
を
起
こ
し

手
術
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
な
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
。し
か
し
1
9
8
0

年
代
よ
り
胃
酸
分
泌
を
抑
制
す
る

タ
ガ
メ
ッ
ト
や
ガ
ス
タ
ー
に
代
表
さ
れ

る
H2

受
容
体
拮
抗
剤
が
開
発
、使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、胃
潰
瘍
や

十
二
指
腸
潰
瘍
は
穿
孔
を
起
こ
さ

な
い
限
り
手
術
を
し
な
く
て
も
良
い

病
気
に
な
り
ま
し
た
。1
9
9
0

年
代
に
は
胃
酸
分
泌
を
さ
ら
に
強

力
に
抑
制
す
る
オ
メ
プ
ラ
ー
ル
や
タ

ケ
プ
ロ
ン
、パ
リ
エ
ッ
ト
、ネ
キ
シ
ウ
ム
等
の
プ

ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻
害
薬
、P
-C
A
B（
タ
ケ

キ
ャ
ブ
）が
開
発
さ
れ
、胃
潰
瘍
や
十
二
指

腸
潰
瘍
は
一
部
を
除
い
て
薬
で
治
せ
る
疾

患
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
反
面
、人
間
の
寿
命
は
長
く
な
り

合
併
症
を
持
っ
て
い
る
人
の
割
合
も
増
加

し
ま
し
た
。腰
痛
な
ど
の
対
す
る
鎮
痛
剤

を
服
用
し
た
り
、心
筋
梗
塞
で
ス
テ
ン
ト
治

療
後
や
脳
梗
塞
再
発
予
防
、ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
装
着
患
者
さ
ん
で
血
小
板
凝
集
阻
止

薬
を
長
期
に
服
用
す
る
場
合
や
、リ
ウ
マ
チ

や
喘
息
の
治
療
で
ス
テ
ロ
イ
ド
を
服
用
し
た

り
、風
邪
薬
の
服
用
で
胃
粘
膜
を
損
傷
す

る
場
合
、腹
痛
等
の
症
状
が
出
な
い
間
に

胃
潰
瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
が
ひ
ど
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、ま
た
高
齢
に
な
れ
ば

胃
痛
も
あ
ま
り
感
じ
な
く
な
る
の
で
発
見

が
遅
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。現
在
は
胃

潰
瘍
予
防
の
た
め
、胃
薬
を
併
用
す
る
よ

う
に
薦
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
加
齢
と
と
も
に
食
道
と
胃
の
間
の

弁
も
緩
み
、胃
液
が
食
道
に
逆
流
し
、胃
酸

に
対
し
て
の
防
護
策
を
持
た
な
い
食
道
粘

膜
を
荒
ら
す
た
め
に
起
こ
る
逆
流
性
食
道

炎
の
患
者
さ
ん
も
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ

に
は
、前
屈
姿
勢
や
肥
満
、就
寝
直
前
の

食
事
摂
取
、早
食
い
等
が
増
悪
因
子
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
胃
炎
、胃
潰
瘍
、さ
ら
に
は
胃
癌
の

原
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ

リ
菌
を
除
菌
す
る
こ
と
に
よ
り
、そ
れ
ま
で

ピ
ロ
リ
菌
で
障
害
さ
れ
て
い
た
胃
酸
分
泌

細
胞
が
元
気
に
な
り
胃
酸
分
泌
が
増
加

し
、そ
れ
が
逆
流
性
食
道
炎
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
、そ
の
よ
う
な
場
合
も
胃
薬

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

胃酸との戦い
宗教法人寒川神社寒川病院　医局長　木勢佳史

天皇陛下御即位奉祝記念
神話落語・日本の歌
「令和の大御代」公演
中止のお知らせ

　当神社主催にて開催を予定しておりまし
た神話落語・日本の歌「令和の大御代」
公演に関しまして、新型コロナウイルス感
染症の影響を鑑み、ご来場の皆様の安全
を最優先に考慮した結果、中止とさせて
いただきました。
　3月8日の入場券配布時より多くの方
の鑑賞希望がございましたが、このような
決定に至りましたことを衷心よりお詫び申
し上げます。
　現時点においての公演の延期は決まっ
ておりません。再度の公演の機会がござ
いましたらご応募いただきたく、重ねてお願
い申し上げます。

2時30分	 発輿祭
	 社頭発輿
3時40分	 一之宮御通過
4時50分	 田端（神輿を車両に奉安）
5時30分	 国道134号線
	 西浜交差点（舁輿）
6時00分	 南湖浜祭場着御
7時00分	 浜降祭祭典斎行
	 祭場発輿

令和2年 寒川神社

神幸時間表
6月14日㈰

 8 時30分	国道134号線下り
　　　　 （神輿を車両に奉安）
 9 時10分	田端行在所供饌祭
 9 時45分	一之宮行在所供饌祭
10時20分	復興祈願祭（寒川駅前公園）
11時40分	寒川神社御旅所祭
　　　　 （商工会館前）
13時30分	社頭還幸　還幸祭

※出御神社及び神幸時間は4月1日時点での予定です。
　詳細は決定次第ホームページにてお知らせ致します。

1213

天皇陛下御即位

令和2年4月12日（日）  開演17：00・終演19：30予定
令和2年3月8日（日）午前9時より、寒川神社社務所にて入場整理券を500枚（先着順、1人2枚まで）配布致します。 ※無くなり次第終了

◆会場：寒川町民センター
◆内容:「神話落語」桂文枝/「コンサート」涼恵（すずえ）

◆主催：※入場には整理券が必要です。
※就学前のお子様のご同伴・ご入場はご遠慮ください。入場無料

桂 文 枝
か つら 　  ぶ ん  　 　し

～神話落語～
はじまりは高天原

｜素戔嗚尊と草薙剣｜

涼  恵
すず             え

一、豊葦原の瑞穂の国
           とよあしはら　     　みずほ

二、みたまのふゆ～恩頼～

三、さくらさくら 他

応募方法



本誌のバックナンバーは当神社ホームページよりダウンロードできます。

次号『相模521号』は
　　　　７月1日に発行します

本誌のバックナンバーは当神社HPよりダウンロードできます。

終
戦
記
念
日
の
8
月
15
日
、

先
の
大
戦
に
て
尊
い
命
を
捧
げ

ら
れ
た
英
霊
へ
の
慰
霊
と
世
界
の

恒
久
平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
て
、

相
模
薪
能
を
開
催
致
し
ま
す
。

第
51
回

相
模
薪
能
の
ご
案
内

能

狂言

能

中森 貫太 ほか

野村 裕基 ほか

観世 喜正 ほか

高　　砂

附　　子

橋  弁  慶

〔演目・演者〕

はし べん

すぶ

けい

たか さご

午後5時開演予定
8月15日㈯〔開催日〕

寒川神社境内
特設能舞台

〔場　所〕

※

鑑
賞
券
の
転
売
は
固
く
禁
止
致
し
ま
す
。

申
込
方
法

　
鑑
賞
ご
希
望
の
方
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

　
年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
の
う
え
、左
記

　
要
項
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
７
月
1
日
以
降
の
消
印
よ
り
有
効
。 

　
そ
れ
よ
り
前
の
消
印
や
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は

　
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
先
着
千
名

　（
一
人
一
枚
限
り
と
し
、 

電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
入
場
者
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
）

申 

込 

先 

〒
二
五
三-

〇
一
九
五

 

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

 

寒
川
神
社
相
模
薪
能
係

お
問
合
せ 

電
話
　
〇
四
六
七 

（
七
五
） 

〇
〇
〇
四

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

253-0195
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

　
　
　
　 

宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社

　
相
模
薪
能 

係

無
地
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

［往信面］

郵便番号
〇
〇
県
〇
〇
市

　
　
〇
〇
町
〇
ー
〇
ー
〇

〇
〇
〇
〇 

様

（
ご
自
身
の
住
所
・
氏
名
）

住
所 

氏
名 

年
齢

☎

［返信面］

　
先
帝
陛
下
御
即
位
３０
年
の
佳
節
を
奉

祝
し
、
彬
子
女
王
殿
下
御
台
臨
の
下
で

植
樹
さ
れ
ま
し
た
彬
姫
櫻
が
、
昨
年
よ
り

も
１
週
間
程
早
い
３
月
７
日
に
開
花
致
し

ま
し
た
。

　
境
内
の
国
旗
掲
揚
塔
脇
に
植
樹
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
拝
の
折
に
ご
覧
く

だ
さ
い
。
今
後
、
益
々
の
成
長
を
ご
参
拝

の
皆
様
と
と
も
に
見
守
っ
て
参
り
ま
す
。
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開花情報

あき ひめ ざくら
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第520号 令和2年4月1日

月次祭にご参列された方などにお頒けする木札です
『 木  札 』

卯月「4月」 皐月「5月」 水無月「6月」

次号『相模521号』は
　　　　7月1日㈬に発行します

第520 号　　　　 令和2年4月1日

インスタグラム
公開中

【題字】　神社本庁 総長　田中恆清
【表紙写真説明】　彬姫櫻

祝祭日には国旗を掲 げましょう

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

こ
の
数
か
月
で
劇
的
に
社
会
情
勢
が
変
わ
り
ま
し

た
。
4
月
1
日
現
在
に
お
い
て
も
今
後
の
見
通
し

は
い
ま
だ
に
分
か
ら
ず
、の
情
報
過
多
の
現
状
に

も
振
り
回
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
て
、本
号
の
表
紙
は

サ
ク
ラ
で
す
。サ
ク
ラ
は
農
業
開
始
の
指
標
で
あ

り
、春
本
番
を
告
げ
る
役
目
を
担
い
、さ
ら
に
は
日

本
を
代
表
す
る
花
で
も
あ
り
ま
す
。
満
開
に
咲
く

サ
ク
ラ
の
下
、
笑
顔
で
写
真
撮
影
を
さ
れ
て
い
る

家
族
を
目
に
し
ま
し
た
。ヒ
ト
の
力
以
外
で
も
、こ

の
閉
塞
感
を
抜
け
出
す
き
っ
か
け
が
あ
る
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。一
日
で
も
早
い
収
束
と
、明
る
い
兆

し
が
み
え
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。　
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